










（5） Gパイプの取り付け

Kパイプの前後にある外側のAタング（虫の翼のような金具）にGパイプ両端を取り付けます。
膝の上にKパイプをのせて、適度な反りがついた状態でおこないます。一方の手でGパイプを引
き寄せ、もう一方の手で金具の傾き調整、スライド操作をおこなってください。
＜注意＞Kパイプが地面にぴったり付いた反りがつかない状態で組むと、設計上Gパイプの長さが足りなくなるため接
続部分を途中で伸ばす原因となり、組上がり時の全長が長くなる可能性があります。ジョイント部、取り付け部がず
れていればKパイプを上下させて合わせます。Aタングの角度が合っていなければAタングを動かして修正してください。

Gパイプの前後を間違えないように注意し、ストッパー（節のような所）にリブ4・5のチャンネ
ル（三日月型のパーツ）を取り付けます。（各ストッパーの溝の位置はGパイプの前後をKパイ
プにあわせると確認できます。）
リブ3・6も同様に取り付けてください。
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